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相関性を考慮した大規模階層型データの可視化 

‐クレジットカード不正履歴テストデータの可視化への応用‐ 
長崎あずさ(指導教員：伊藤貴之) 

 

1. 概要 

情報可視化は日常の一般的な情報を可視化する技術であ

り，その利用者には計算機の操作に熟達していない人，ある

いは多忙すぎて計算機を操作する余裕のない人も含まれる．

一方で，私達の身の回りの情報は急速に巨大化・複雑化して

おり，その中から特徴的な現象をすぐに発見できるとは限ら

ない．このことから，計算機の操作に十分に熟達していない

利用者に対して，複雑な情報の中から特徴的な現象を半自動

的に提示する技術を確立することも，情報可視化における重

要な課題の一つであるといえる．特に大規模階層型データは

数値的特徴や全体的な傾向が掴みにくく，データが大きくな

ればなるほどデータを解析する際にユーザに負担がかかっ

てしまう． 
 そこで本報告では，表形式又はリレーショナルデータベー

ス形式のデータを構成する属性間の相関関係を検出し，その

結果に基づいて階層型データを構築し，数値的特徴を読み取

りやすい可視化結果を半自動的に提示する手法を提案する． 
提案手法では階層型データ可視化手法「平安京ビュー」[1]

を用いる．「平安京ビュー」は，階層型データの葉ノードを

色のついたアイコンで，葉ノードのグループを入れ子のよう

に描かれた長方形群を使って表現し，階層型データの全体像

を一画面で見ることができる可視化手法である．棒グラフに

カーソルを当てると，詳細情報が表示されることにより，

Decision Making などにも活用できる手法であると考えられ

る．提案手法では，相関性があるとみられる属性を「平安京

ビュー」の色，高さ,グループに割り当てることで，半自動的

に可視化結果を生成する． 
 本報告では可視化対象となるデータに，クレジットカード

の不正履歴テストデータを用いている． 

2. 提案内容 

 図1は本手法の処理手順を示したものである．本手法では，

表形式またはリレーショナルデータベース形式のデータに

おいて属性間の相関性を算出し，相関性が高いとみられたも

のを「平安京ビュー」の色，高さ，グループに割り当てて可

視化する． 

属性同士の相関性の算出には，その属性の特徴に合わせてケ

ンドールの順位相関係数，標準偏差，エントロピーなどを用

いる． 

標準偏差とエントロピーは，以下の方法で用いる． 

 属性を 1 つ選び(以下属性 A とする)，属性 A の値に従

ってデータ全体をグループ分けする 

 それぞれのグループについて，別の属性 B の標準偏差

あるいはエントロピーを求める 
ケンドールの順位相関係数 

ケンドールの順位相関係数とは，順位関係を比較すること

によって相関係数を算出する方法である．具体的には，表形

式データから 2 行を抽出し，その 2 行における属性 A の 2 値

の大小関係と，別の属性 B の 2 値の大小関係と比較する．こ

の処理を全ての 2 行の組み合わせ M 組について適用する．大

小関係が一致する組数を K，不一致の組数を L とするとき，

相関係数は以下のように表せる． 

 
M
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これにより求められる相関係数の絶対値が 1 に近いほど，属

性 AB 間の相関性が高いと予想できる． 
ケンドールの順位相関係数は，属性値の順序や大小関係に

基づいて相関性を計算する．よって，値の間に明確な順序や

大小関係がある属性の相関性算出に向いている． 

図 1：本手法のフローチャート 

それぞれの属性間の 
相関性を計算する 

相関性の高い 3 属性 A・B・C を選ぶ 

属性 A を色に， 
属性 B を高さに割り当て， 

属性 C を参照してグループを形成し， 
平安京ビューを用いて結果を生成 

可視化結果の生成 
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標準偏差 

 標準偏差とは値の散らばり具合を示す指標である．属性 A
の値によって属性 B の値をグループ化したとき，属性 B の各

グループ内における標準偏差を，それぞれ以下のように求め

るとする． 

76 
 

2

1

2 )(1∑
=

−=
n

i
i xx

n
σ               (2) 

ここで，n は各グループ内におけるデータの個数であり，x
は以下の式で表される相加平均である． 
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このようにして算出される標準偏差が小さいほど，同じグル

ープ内の属性Bの値の散らばりが小さい．このような場合に，

属性 A と属性 B の間に相関性が高いと判断できる． 
エントロピー 

 エントロピーとは不確かさを示す指標である．属性 A の値

によって属性 B の値をグループ化したとき，属性 B において

それぞれの値の生起確率 を計算し，それを用いて以下の

式でエントロピーを計算する． 
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グループ化の前後を比較し，グループ化後の方がエントロピ

ーの合計が減っていれば，それは同一グループに同一値が集

中していると考えられる．このような場合に，属性 A と属性

B の間に相関性が高いと判断できる． 

3. 実行結果 

本報告では，ケンドールの順位相関係数を用いた実行結果

を示す． 

 

図 2：実行結果 1 
図 2 は，ケンドールの順位相関係数が約-0.685 と，強い相関

関係があるとみられる支払区分と加盟店コードについて生

成した画像である．ここでは，色には支払い区分，グループ

には加盟店コード，高さには不正使用金額が割り当てられて

いる．ここから，同一グループ内に同じ色が集中して現れて

いることが読み取れる．よって，店によって支払区分の傾向

 

に差があることが読み取れる． 

図 3：実行結果 2 
図 3 は，図 1 において高さを強調表示するために色と高さ

に不正使用金額，グループに加盟店コードを割り当てて生成

した画像である．この画像では，赤>橙>黄緑>青の順に高額

の不正使用となっている．よって，特定の店に高額の不正使

． 

し，「平安京ビュー」

めるために，以下に着手したい． 

用いずに，ヒスト

ために，以下を考察したい． 

と

それに相応しい相関性の算出手法についての考察 

宮下様には貴重なご助言を賜ったことを感謝いたしま

改善」,可視

化情報学会論文集, Vol. 26, No. 6, pp. 51-61,2006. 

用が集中していることがわかる

4. まとめと今後の課題 

 本報告では，データの傾向や全体像をより見やすい形で可

視化するために，自動的に属性同士の相関性を検出し，その

検出結果に基づいて階層型データを構築

を用いて可視化する手法を提案した． 

 今後の課題として，まずクレジットカードの不正履歴テス

トデータを用いた検証を進

 属性情報を追加する 

 時間帯，金額などの属性の数値を直接

グラム化した形で相関性を算出する 

また本手法の有用性を高める

 相関性の算出手法の考察 

 用いたデータにおけるそれぞれの属性の数値的特徴
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